
団体名 太田山プレーパーク 

エリア 木更津市 

 

事業・活動名 太田山プレーパーク 

 

事業内容 太田山公園にてプレーパーク事業、その他自然観察会などの主催 

 

助成金の使途 ボランティアスタッフ及び講師への謝礼金、プレーワーカー研修への参加、チラシ、パンフレットの印刷製本

費(チラシ１０００部×２回、パンフレット１００００部)、研修や視察時の交通費 

 

 

 

訪問レポート 

 

太田山プレーパークは自然に囲まれている大きな公園にある自由広場を使って、毎週金曜日の １５：００～

１７：００と毎月第２土曜日１０：００～１６：００開催されています。子どもの幼稚園が同じママたちが「子ども

たちの遊び場」を自分たちの地域でも確保したいという思いから立ち上げ、『ケガと弁当は自分持ち』“自分

の責任で自由に遊ぶ”をモットーに、子どもと大人がありのままでいられる居場所づくりのために活動され

ています。自然の中で触れ合いながら自由に行動することで、子どもたちの好奇心や自発性を引き出し、成

長を促しています。また、土曜日はプレーパーク事業に加え、様々な講師を招き、自然鑑賞会などを開き、子

どもたちへの学びの場も提供したり、市の許可を得て、火が使えるようになり、土曜日のスタッフの手があ

る時は火を起こし、カレーやバーベキュー、ベッコウ飴づくりもされているそうで、いざという災害時にも必

ず役に立ち、成長していくうえで重要な経験になると、遊びながら楽しく火の正しい取り扱い方法について

伝えようと活動もされています。 

訪問した１１月１１日第２土曜日は曇りのち晴れ。少し風が冷たく感じられる日でした。 

駐車場から木々のトンネルを抜けると、まず出迎えてくれたのは太田山プレーパークと書かれた手作りの垂

れ幕の看板とのぼり。看板の下で受付を済ませると、木々に取り付けられたロープなどの遊具、ブランコ、

スラックライン、ボールやポッピング、またブルシートにはブロックや折り紙やお絵かき道具などたくさんの

遊び道具がありました。寒さから朝はまだ少なく、スタッフの子どもに常連の子、久しぶりに遊びに来た子

で賑わっていました。各々が自由に好きなもので自由に遊ぶ、男の子たちは木に登る子もいれば、ロープで

電車ごっこ。お父さんとキャッチボールを楽しむ子もいれば、お友達とドッジボールで対戦する子も。女の子

たちには色水遊びが人気でした。大人も子どもの輪に入り、一緒になって本気で遊んでいました。 

お昼に近くなるとお腹が空いてきて、自分で持ってきたお弁当やお菓子を食べだす親子も。 

この日はスタッフが少なく火を起こせないとのことで、「火は起こさないの？」と残念がっているお子さんも

いて、プレーパークの楽しみの１つになっていると感じられました。 

そして、エッコロ福祉助成を利用して作られたチラシなども見せてもらいました。作成して行った夏のイベン

トでは地域の方と協力されて、総勢５００名もの方が来場される大イベントになり大盛況だったそうです。 

今パンフレットも作成中とのことで、もっと周知され、多くの方が遊びや手伝いにくるようなプレーパークに

なったら良いと期待されます。 

 

 

 

たすけあい委員  浦上 恵 

 



 

                                                                     たすけあい委員 浦上 恵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


